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秋田の大地に集う一流の技

vol.247
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ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

軽油引取税免税証（農業用）交付申請の集合受付について
○免税証（農業用）の交付を希望する方は、必要書類をご用意のうえ、次の会場で申請手続

きをしてください。
○お住まいの地域以外の会場でも申請することができます。
○総合県税事務所平鹿支所での受付は、平成31年２月１日から行います。ただし、支所受付

分の交付は、集合受付分よりも遅くなりますので、できるだけ次の会場で申請手続きをし
てください。

●受付日程

●必要書類等一覧表

【注意】
①午前の受付よりも、午後の受付の方が混雑が少なく、比較的短い時間で手続きをすること

ができます。
②申請書等を記入していない場合、受付は後回しになりますので、必ず記入したうえでお越

しください。申請書等をお持ちでない方は、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。
③平成31年の耕作期間中に使用者証（厚紙）の有効期間が過ぎる場合は、更新申請が必要です。
④共同申請には、全員分のハンコと耕作証明が必要です。使用者の加入または入れ替えがあ

る場合は、更新申請が必要になります。
※インターネットからは「秋田県　免税軽油」で検索してください。申請手続きについてご

案内しております。また、一部の様式をダウンロードできます。

【お問い合わせ先】
秋田県総合県税事務所　課税第二課　　　　秋田県総合県税事務所　平鹿支所
秋田市山王４-１-２　　　　　　　　　　　　横手市旭川１-３-41
TEL 018-860-3341　　　　　　　　　　　　TEL 0182-32-0595

地　　域 受　付　日 時　　間 会　　　場

大森・大雄 平成30年12月18日（火）

10：00 ─ 11：30
13：00 ─ 15：00

大雄農業団地センター　３階大会議室

美郷町（千畑・六郷） 平成30年12月19日（水） 美郷町役場（旧千畑庁舎）
３階大会議室美郷町（六郷・仙南） 平成30年12月20日（木）

雄物川 平成30年12月21日（金） 横手市雄物川地域局　２階大会議室

旧横手・山内 平成31年１月７日（月） 県平鹿地域振興局　３階第３会議室

十文字・増田 平成31年１月10日（木） 横手市十文字文化センター　講座室

平鹿 平成31年１月18日（金） 平鹿生涯学習センター多目的ホール１

新規 更新 継続 機械
追加 備　　　考

免税軽油使用者証 ○ ○ ○

免税軽油使用者証交付申請書 ○ ○ 交付時に秋田県証紙（400円分）が必要。

誓約書 ○ ○

機械の販売証明書 ○ ※ ○ ※機械の追加・入替があれば必要。

免税証交付申請書 ○ ○ ○ ○

耕作証明書 ○ ○ ○ ○ 農業委員会が交付したものに限る。

免税軽油の引取り等に係る報告書 ○ ○ ○

軽油の納品書または販売証明書 ○ ○ ○

未使用の免税証 ○ ○ ○

ハンコ ○ ○ ○ ○

書類等
手　続
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柴田星
せ い ら

來ちゃん（雄物川・６歳）悠
ゆう し ん

臣くん（３歳）

　両親（父・貴之さん、母・真紀子さん）と祖母と
曾祖父の６人家族。星來ちゃんは弟思いの優しいお
姉ちゃん。弟の悠臣くんは元気いっぱいです。畑で
草花や昆虫とたくさん遊んだ後は、大好きなリンゴ
を姉弟で仲良く食べました。一緒にのびのび大きく
育ってね！

（撮影日10月15日）

　今回、表紙撮影で使ったりんごは、近年人気が高
まっているシナノスイート。濃厚な甘さが特徴の品
種です。当ＪＡ管内は県内で７割以上の生産量を誇
るりんご産地。甘みと酸味のバランスが絶妙な主力
品種「ふじ」をはじめ、早生種「つがる」、増田地区
で生まれた「やたか」など様々な品種を栽培してい
ます。生産者が愛情を込めて丁寧に育て上げ、旬を
迎えたＪＡ秋田ふるさとのりんごをぜひ、ご賞味く
ださい。

りんご



【特集】
秋田の大地に集う

一流の
　「第141回秋田県種苗交換会」（主催：ＪＡ
秋田中央会、協賛：秋田市協賛会）が10月
30日から11月５日にかけて、秋田市で開か
れました。
　141回目の今年は「秋田から 広がる食農 
つながる未来」をキャッチフレーズに新たな
歴史を刻んでいきます。

食
と
農
で
「
秋
田
」
を
発
信

　

秋
田
市
で
９
年
ぶ
り
と
な

る
秋
田
県
種
苗
交
換
会
が
開

催
さ
れ
、
初
日
は
県
内
外
か

ら
10
万
５
０
０
０
人
、
２
日

目
に
は
16
万
３
０
０
０
人

（
主
催
者
発
表
）
が
来
場
す

る
な
ど
、
大
盛
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

開
会
に
際
し
、
交
換
会
会

頭
で
あ
る
船
木
耕
太
郎
Ｊ
Ａ

秋
田
中
央
会
会
長
が
、「
本

年
は
春
先
の
低
温
や
大
雨
な

ど
天
候
に
左
右
さ
れ
、
複
数

回
に
わ
た
り
台
風
が
本
県
を

襲
っ
た
が
、
厳
し
い
気
候
を

乗
り
越
え
、
優
れ
た
農
産
物

が
出
品
さ
れ
た
。
こ
の
種
苗

交
換
会
が
地
域
活
性
化
や
本

県
未
来
を
見
据
え
た
街
づ
く

り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

穂
積
志
秋
田
市
長
は
、「
種

苗
交
換
会
が
秋
田
市
を
会
場

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
大
き

な
喜
び
で
、
心
か
ら
歓
迎
を

申
し
上
げ
る
。
農
業
や
食
を

通
じ
て
秋
田
の
素
晴
ら
し
さ

を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
同
市
文
化

会
館
で
開
か
れ
た
「
新
穀
感

謝
農
民
祭
な
ら
び
に
開
会

式
」
に
は
約
５
０
０
人
が
出

席
。
農
業
功
労
者
表
彰
に
は

1

3
2

5
4

6

8
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藤
原
信
博
さ
ん
（
平
鹿
）
と

農
事
組
合
法
人
白
華
の
郷

（
秋
田
市
）
が
受
賞
し
、
船

木
会
頭
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

農
産
物
出
品
展
示
８
部
門
に

２
，
１
２
６
点
が
集
結

　

農
産
物
審
査
に
は
、
８
部

門
に
２
，
１
２
６
点
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
内
訳
は
①
水

稲
55
点
、
②
畑
作
物
・
工
芸

作
物
３
６
６
点
、
③
果
樹

２
７
８
点
、
④
野
菜
８
６
６

点
、
⑤
花
き
３
８
２
点
、
⑥

農
林
園
芸
加
工
品
91
点
、
⑦

畜
産
品
・
飼
料
48
点
、
⑧
林

産
品
40
点
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
か
ら
は
２
０ 

１
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
等
秋
田
県
知
事
賞
に
は

７
点
（
58
点
中
）、
２
等
に

は
14
点
（
１
３
２
点
中
）、

３
等
に
は
28
点
（
２
２
８
点

中
）
が
輝
き
ま
し
た
。（
７

ぺ
ー
ジ
に
管
内
全
受
賞
者
を

掲
載
）

　

ま
た
、
同
一
品
目
で
３
年

連
続
１
等
を
受
賞
し
た
生
産

者
に
贈
ら
れ
る
「
顕
彰
状
」

に
は
メ
ロ
ン
・
秋
田
甘
え
ん

ぼ
で
佐
藤
昭
逸
さ
ん
（
雄
物

川
）
が
輝
き
ま
し
た
。

協
賛
会
場
に
多
く
の
人
だ
か
り

　

協
賛
第
１
会
場
の
ぽ
ぽ

ろ
ー
ど
・
西
口
大
屋
根
下
通

路
・
ア
ゴ
ラ
広
場
で
は
各
種

地
場
産
品
販
売
や
農
業
関
連

展
示
、
協
賛
第
２
会
場
の
エ

リ
ア
な
か
い
ち
で
は
、
秋
田

の
食
や
伝
統
芸
能
に
触
れ
ら

れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

な
ど
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
協
賛

第
３
会
場
の
旧
秋
田
空
港
跡

地
に
は
最
新
農
業
機
械
の
展

示
や
実
演
な
ど
人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

①主会場の秋田拠点センターアル
ヴェには、県内農家自慢の農産物が
一堂に会した　②県種苗交換会のシ
ンボルマーク。和梨とダリアが印象
的　③農業功労者として藤原信博さ
んが表彰された　④受賞した農産物
を手に取りその美しさに感心してい
た　⑤水稲の根張りの良さに感嘆の
声がもれていた　⑥昨年より出品数
が41点増の花き。色とりどりの花
が来場者を魅了した　⑦出品点数の
最も多かった野菜　⑧当ＪＡのブー
スでは（一社）浅舞婦人漬物研究会
の加工品販売が行われた　⑨ミスあ
きたこまちが来場者をお出迎え　⑩
学校農園展や農業関連参考展示など
多くの展示が行われた　⑪顕彰状に
佐藤昭逸さんが輝いた　⑫協賛第１
会場では農産物の直売が行われた　
⑬⑭⑮⑯⑰協賛第３会場では最新農
業機械の展示や実演、植木や苗木市
などが行われ、こちらも多くの来場
者でにぎわった
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低
コ
ス
ト
・
省
力
化
の
方
策
探
る

　

10
月
31
日
に
は
、「
談
話
会
」
が

秋
田
市
の
秋
田
県
農
協
ビ
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。「
農
業
者
の
所
得
増
大

に
向
け
た
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
栽
培

技
術
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
生
産
者

や
Ｊ
Ａ
、
行
政
、
関
係
機
関
団
体
が

一
堂
に
会
し
て
低
コ
ス
ト
・
省
力
化

栽
培
技
術
へ
の
取
り
組
み
や
課
題
を

共
有
。
今
後
の
本
県
農
業
の
方
策
に

つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。

　

本
県
農
業
は
、
就
農
人
口
の
減
少

や
高
齢
化
が
進
展
し
、
担
い
手
農
家

や
生
産
法
人
な
ど
の
経
営
規
模
拡
大

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
経
営
コ
ス
ト

の
削
減
や
労
働
力
確
保
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
を
受
け
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
現
在
、生
産
資
材
、

農
業
機
械
・
施
設
の
物
流
合
理
化
な

ど
に
よ
る
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
組
織

を
あ
げ
て
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
自
己
改

革
の
一
環
と
し
て
「
農
業
者
の
所
得

増
大
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

談
話
会
で
は
、
①
稲
作
・
園
芸
作

物
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
・
省
力
化
栽

培
技
術
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
②

農
業
機
械
、
生
産
資
材
等
の
低
コ
ス

ト
化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
＊
１
）
等
ス
マ
ー

ト
農
業
（
＊
２
）
の
普
及
可
能
性
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
３
つ
の
事

談 話 会

②⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ⓪①

談話会出席者（名簿順）
【議長】
⓪秋田県立大学　生物資源科学部
	 教授　西村　　洋 氏
【会員】
①（株）みそらファーム
	 代表取締役　若松　一幸 氏
②（農）たねっこ
	 総括主任　工藤　浩一 氏
③潟上市　生産者
	 安田　淳一 氏
④ＪＡ秋田なまはげ　営農経済部　営農企画課
	 課長　渡邉　一幸 氏
⑤ＪＡ秋田ふるさと　営農経済部　園芸課
	 課長補佐　傳野　俊幸 氏
⑥全農秋田県本部　生産資材部　肥料農薬推進課
	 課長　大高　　淳 氏
⑦全農秋田県本部　営農支援部　営農支援課
	 課長　小林栄智郎 氏
⑧（株）情報通信総合研究所
	 古川　恵美 氏
⑨秋田県農業試験場　企画経営室
	 経営班上席研究員　鵜沼　秀樹 氏
⑩秋田県水田総合利用課
	 副主幹　進藤　勇人 氏

「農業者の所得増大に向けた低コスト・省力化栽培技術について」

項
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
水
稲
の
直ち

ょ
く
は播
栽
培
及
び

密
播
・
疎
植
栽
培
を
中
心
と
す
る
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
。
生
産

者
側
か
ら
は
「
省
力
化
で
き
た
こ
と

で
園
芸
品
目
へ
向
く
時
間
は
増
え
た

が
、
従
来
の
移
植
作
業
体
系
と
合
わ

ず
、
収
量
と
品
質
の
不
安
定
さ
に
課

題
が
残
る
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る

中
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
出
席
し
た
営
農
経

済
部
園
芸
課
の
傳
野
俊
幸
課
長
補
佐

が
、
品
種
選
定
に
よ
る
低
コ
ス
ト
化

や
省
力
化
に
つ
い
て
メ
ガ
団
地
の
事

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

作
業
導
線
の
確
保
や
出
荷
規
格
・
梱

包
の
簡
素
化
、
適
切
な
人
員
配
置
な

ど
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

＊１　ＩＣＴ…Information and Communication Technology の略称。パソコンだけ
でなくスマートフォンやスマートスピーカーなど多様な形状のコンピュータ
を使った通信技術を活用した産業やサービスなどの総称。

＊２　スマート農業…ロボット技術やＩＣＴなどの先端技術を活用し、超省力化や
高品質生産などを可能にする新たな農業。



【農産物出品　審査結果】
【
秋
田
県
知
事
賞
・
１
等
賞
】

《
そ
の
他
１
等
賞
》

【
２
等
賞
】

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ

　
　

佐
藤　

紀
子
（
平　

鹿
）

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ

　
　

佐
藤　

秀
昭
（
平　

鹿
）

◆
り
ん
ご
・
ゆ
め
あ
か
り

　
　

佐
藤　
　

貢
（
平　

鹿
）

◆
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
・
バ
ロ
ッ
ク

　
　

佐
藤　

徹
哉
（
雄
物
川
）

◆
サ
ト
イ
モ
・
土
垂

　
　

平
山　

輝
男
（
山　

内
）

◆
サ
ト
イ
モ
・
土
垂

　
　

木
村　

正
雄
（
山　

内
）

◆
ニ
ン
ジ
ン
・
山
内
に
ん
じ
ん

　
　

藤
田　
　

弘
（
山　

内
）

◆
ネ
ギ
・
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ド

　
　

五
十
嵐　

大
（
増　

田
）

◆
ピ
ー
マ
ン
・
京
鈴

　
　

戸
田　

一
好
（
大　

雄
）

◆
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
タ
フ
ス
カ
イ

　
　

佐
藤　

一
夫
（
雄
物
川
）

◆
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

　
　
佐
々
木
和
佳
子
（
雄
物
川
）

◆
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
・
セ
イ
ヒ
ラ
リ
ー

　
　

斉
藤　

恵
子
（
十
文
字
）

◆
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
・
セ
イ
リ
ド
ル

　
　

斉
藤　

貴
洋
（
十
文
字
）

◆
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ・セ
レ
ブ
リ
ッ
チ
ホ
ワ
イ
ト

　
　

佐
々
木
隆
人
（
雄
物
川
）

◆
サ
イ
レ
ー
ジ・水
稲（
あ
き
た
こ
ま
ち
）

　
　

横
手
北
部
Ｗ
Ｃ
Ｓ
生
産
組
合

　
　

代
表　

小
原　

重
夫
（
横
手
）

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
６
０
７
号

　
　

藤
原　
　

進
（
雄
物
川
）

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号

　
　

柿
崎　

文
夫
（
平　

鹿
）

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号

　
　

宮
田　
　

健
（
雄
物
川
）

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号

　
　

柴
田　
　

徹
（
大　

雄
）

第
36
回
秋
田
県
学
校
農
園
展

『
優
良
賞
』

　
　

横
手
市
立　

山
内
小
学
校

第
37
回
秋
田
県
産
米
品
評
会

『
優
良
賞
』

◆
水
稲
う
る
ち
玄
米・あ
き
た
こ
ま
ち

　
　

矢
野　

利
文
（
十
文
字
）

※敬称略。（　）内は地区名。
『
農
林
水
産
大
臣
賞
』

『
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
』

◆
生
し
い
た
け
・
北
研
７
０
５
号

　
　

佐
藤
由
紀
子
（
雄
物
川
）
写
真
①

『
秋
田
県
市
長
会
会
長
賞
』

◆
ニ
ン
ジ
ン
・
山
内
に
ん
じ
ん

　
　

松
本
清
之
助
（
山　

内
）
写
真
②

『
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
秋
田
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞
』

◆
デ
ィ
ス
バ
ッ
ト
マ
ム
・
ロ
サ
ー
ノ
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ

　
　

加
藤　
　

勉
（
十
文
字
）
写
真
③

『
秋
田
県
農
業
会
議
会
長
賞
』

◆
漬
物
・
森
の
こ
び
と

　
　

一
般
社
団
法
人
浅
舞
婦
人
漬
物
研
究
会
（
平　

鹿
）
写
真
④

◆
り
ん
ご
・
王
林

　
　

佐
藤　

和
也
（
平　

鹿
）
写
真
⑤

◆
サ
ト
イ
モ
・
土
垂

　
　

平
山　

民
男
（
山　

内
）
写
真
⑥

◆
小
ギ
ク
・
精
し
の
の
め

　
　

佐
藤　

郁
夫
（
十
文
字
）
写
真
⑦

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種
た
い
へ
い

　
　

福
田　

正
人
（
大　

森
）

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種
た
い
へ
い

　
　

土
場　

吉
蔵
（
山　

内
）

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号

　
　

戸
巻　

ミ
ヨ
（
大　

雄
）

◆
ぶ
ど
う
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

　
　

鈴
木　

靖
之
（
横　

手
）

◆
り
ん
ご
・
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド

　
　

佐
藤　
　

貢
（
平　

鹿
）

◆
り
ん
ご
・
ふ
じ

　
　

織
田
孝
太
郎
（
増　

田
）

◆
り
ん
ご
・
王
林

　
　

佐
藤　

秀
昭
（
平　

鹿
）

◆
サ
ト
イ
モ
・
土
垂

　
　

田
代　

和
博
（
山　

内
）

◆
サ
ト
イ
モ
・
土
垂

　
　

野
中
里
香
子
（
山　

内
）

◆
ナ
ガ
イ
モ
・
ミ
ニ
チ
ュ
ー
バ

　
　

土
谷　

宗
一
（
十
文
字
）

◆
ニ
ン
ジ
ン
・
山
内
に
ん
じ
ん

　
　

加
賀
谷
キ
エ
（
山　

内
）

◆
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

　
　

伊
藤　

美
緒
（
雄
物
川
）

◆
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
・
ガ
ル
ー
ダ

　
　

加
藤　
　

勉
（
十
文
字
）

◆
ダ
リ
ア
・
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｅ
ク
リ
ム
ゾ
ン

　
　

羽
川　

和
宏
（
十
文
字
）

◆
水
稲
・
あ
き
た
こ
ま
ち

　
　

谷
口　

久
寿
（
横　

手
）

◆
甘
し
ょ
・
シ
ル
ク
ス
ウ
ィ
ー
ト

　
　

横
手
市
実
験
農
場
（
大　

雄
）

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種
た
い
へ
い

　
　

加
藤　
　

弥
（
大　

森
）

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種
た
い
へ
い

　
　

高
山　
　

弘
（
大　

森
）

◆
葉
た
ば
こ
・
第
１
バ
ー
レ
ー
種
た
い
へ
い

　
　

高
階　

雅
則
（
山　

内
）

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号

　
　

安
藤　

正
士
（
大　

雄
）

◆
ホ
ッ
プ
・
キ
リ
ン
２
号

　
　

小
野　

孝
男
（
大　

雄
）

◆
ぶ
ど
う
・
巨
峰

　
　

小
川　

吉
一
（
横　

手
）

◆
り
ん
ご
・
ぐ
ん
ま
名
月

　
　

田
中　

正
博
（
平　

鹿
）

【
３
等
賞
】

②

⑦

⑥

⑤

④

③

①

7 JA通信 2018.11



November 2018

▲万歳三唱で３億円達成を祝った

▲佐藤孝弘部会長 ▲全農秋田県本部園芸畜産部の武藤隆繁部長が講演

▲ＪＡ秋田ふるさと組合長賞を受賞した梅津
涼一さん（左）

きゅうり販売高３億円達成
来年度以降の収量アップ
安定供給を誓う
　きゅうり部会は10月31日、松與会館で販
売高３億円達成記念大会を開き、部会員や市
場担当者、種苗会社担当者、ＪＡ担当者など
90人が参加しました。
　同部会の10月15日出荷分までの販売額が
３億1800万円（前年対比120％）となり、
部会設立後初めて販売額３億円を突破しまし
た。一方で９月に台風が相次ぎ、出荷重量は
902㌧（同97.2％）にとどまりました。
　販売面では、春先の気温変動や台風の影響
などから全国的に出荷量が伸び悩んだ中、同
部会の徹底した生産管理や品質の高さが評価
され、高単価を維持。市場担当者からは、来
年度も高品質安定生産を期待する声が高まり

ました。
　佐藤孝弘部会長は、「部会員のたゆまぬ努
力と卓越した栽培技術や、市場の皆様による
販売面でのサポート、関係機関の助力を得て
販売高３億円を達成することができた」と話
す一方で、来年度以降は、反収を上げたうえ
での安定供給を目標とし、部会では来年度、
平均反収10㌧、出荷量1,100㌧の目標を打ち
立て、安定供給を図ることを誓いました。
　また、同席上では販売や出荷実績に貢献し
た生産者を優秀生産者として表彰しました。
　なお、受賞者は以下の通り。

▲小田嶋契組合長

▽ＪＡ秋田ふるさと組合長賞＝梅津涼一さん（十文字）
▽ＪＡ全農あきた県本部長賞＝藤原和利さん（平鹿）
▽タキイ種苗賞＝吉田稔さん（雄物川）
▽ときわ研究場賞＝高階寿さん（山内）　
▽久留米原種育成会賞＝佐藤一輝さん（雄物川）
▽部会長賞＝泉田裕輔さん（平鹿）、渡邉康さん（十文字）
▽功労賞＝寿松木俊一さん（大雄）
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　ＪＡは10月14日、「第３回よこてシティハ
ーフマラソン」（主催：よこてシティハーフ
マラソン実行委員会）に協賛しました。スタ
ート地点付近のブースでＪＡ産のリンゴジュ
ースやブドウジュース、トマトジュースの試
飲や販売、台風の被害で傷が付いてしまった
リンゴを「わけありリンゴ」として販売する
などしました。特別価格で販売する農産物を
求めて多くの来場者でにぎわいました。
　同日、女性部は、Ｙ２ぷらざで開催した
YOKOTE発酵FES（主催：一般社団法人横
手市観光推進機構）に講師として参加し、納
豆のおいしい食べ方の提案など実演を交えて
紹介する料理教室を行いました。教室では
「油揚げの納豆ピザ」や「納豆と粒マスター
ドの豆腐サラダ」、「納豆もち」の３品を参加
者13人と調理し、試食しました。参加者は
「手軽においしく新たな食べ方が発見できて
良かった」と感想を話していました。 ▲納豆料理作りを楽しむ参加者（ＹＯＫＯＴＥ発酵ＦＥＳ）

▲「ブドウジュースやトマトジュースを初めて見た」と
話す来場者もいた（よこてシティハーフマラソン）

ハーフマラソン・発酵ＦＥＳに参加
物販やジュース試飲
料理教室など大盛況

▲多くの買い物客が訪れたＪＡ直売の会「ふるさ
と安心畑」

▲ＪＡ共済ブースでは親子でボール当てゲームを
楽しんでいた

平鹿総合病院「病院祭」
ＪＡも協賛
地域とのつながりを深める
　ＪＡは10月27日、平鹿総合病院で開いた
「第11回病院祭」に協賛しました。
　同院１階のエントランスホールにはＪＡ共
済のブースを特設。点数に応じた商品がもら
えるボール当てゲームやＪＡ共済の人気キャ
ラクターとの写真撮影を行い、楽しむ親子連
れの姿が見られました。
　また、同院正面玄関では、ＪＡ直売の会「ふ
るさと安心畑」が青果物販売を実施。旬の青
果物15品が入った詰め合わせ「お宝セット」
20袋を限定で販売し、セットを求めて販売
開始前から長蛇の列が作られていました。
　このほか会場では、餅まきやステージイベ
ント、屋台、骨密度測定や血圧脈波検査など
の相談コーナーが設けられ、多くの地域住民
でにぎわいました。
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▲大森リゾート村周辺を歩いた参加者

▲自然や歴史に触れながら散策を楽しんだ

大森地域秋まつり
恒例の民謡舞踊ショー
大抽選会、餅まきで笑顔
　大森支店は10月28日、「ＪＡ秋田ふるさと
大森地域秋まつり」を大森コミュニティセン
ターで開き、多くの地域住民などが来場しま
した。ステージでは、民謡日本一の歌手によ
る民謡や演劇スター一座による舞踊ショー、
大抽選会、餅まきなどを行い、大いに盛り上
がりました。恒例の大抽選会では、家電製品
や地元産の農産物などの豪華賞品が80本用
意され、地区名と名前が呼ばれるたびに会場
から歓声が沸き起こりました。
　また、施設の外では直売所「野菜蔵」によ
る青果物販売や生活研究グループなどによる
惣菜や加工品販売を行い、にぎわいを見せて
いました。
　来場者の一人は「毎年楽しみにしている。
皆にも久しぶりに会えてたくさん笑った」と
笑顔で感想を話していました。

▲民謡や舞踊、お笑いなどで盛り上がった

▲会場内は笑顔に包まれた

歩こう会秋編in大森
秋の景色を楽しみながら
ウォーキングでひと汗
　ＪＡは10月16日、「歩こう会」を開き、地
域住民や組合員など63人が参加しました。
暮らしの中に運動を取り入れ、生活習慣病の
予防に努めようと実施しているＪＡ健康生き
活き100歳プロジェクトの一環として年２回
行っています。
　６月の「春編」の開催に引き続き、今回は
「秋編」として大森地区の大森体育館をスター
トし、大森リゾート村周辺や大森城跡を周る
5.1㌔のコースを歩きました。参加者の一人
は「坂道が続いて疲れたが、景色に癒されて
良い汗をかいた」と感想を話していました。
　ウォーキングの後には、おおもり温泉「さ
くら荘」で懇親会を開き、歌自慢のＪＡ職員
が歌謡ショーを披露。会場は笑顔と歓声に包
まれました。
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りんごちゃんひろば
大きなサツマイモに大歓声
親子で収穫体験楽しむ

「女性交流会」初開催
健康に嬉しく楽しい！
一日研修で親睦深める
　女性部は10月26日、平鹿支店で女性交流
会を開き、管内在住の女性90人が参加しま
した。地域の女性に女性部活動に関心を持っ
てもらうことや地域間の垣根を越えて交流を
楽しむことを目的として初めて開催しました。
　午前には岐阜アグリフーズ㈱のアドバイ
ザーが自社製化粧品の使い方などを実演する
講話を聴く班と、屋内で楽しめるカーリング
「ユニカール」に挑戦する班の二手に分かれ
た研修を実施し、参加者間で親睦を深めてい
ました。
　午後にはナガハマコーヒー㈱取締役常務兼
工場長の三浦功輝さんを講師に迎え、「おい
しいコーヒーの最先端事情」と題した講座を
実施。コーヒーの味や香りの違いを楽しんだ
ほか、淹

い

れたてのコーヒーも味わいました。
参加者の一人は「皆で一緒に和気あいあいと
楽しむことができて良かった」と感想を話し
ていました。

▲講話の中で基礎化粧品の使い方なども実演した

▲コーヒーの味や香りを評価する「カッピング」
を体験

　ＪＡ子育て施設「りんごちゃんひろば」は
10月４日、サツマイモの収穫体験を施設敷
地内園地で行い、利用者親子13組26人が参
加しました。今回収穫したサツマイモは６月
上旬に利用者親子が苗の植え付け体験をした
もの。ＪＡ青年部平鹿支部部員の指導を受け
ながら、参加者はサツマイモを傷付けないよ
うに優しく丁寧にスコップや素手で掘り起こ
しました。大きなサツマイモが地面から顔を
出すたびに、大きな歓声が上がりました。参
加者の一人は「想像していた以上にたくさん
のサツマイモが収穫でき、子どもも楽しそう
だった」と笑顔で話しました。収穫したサツ
マイモは参加者にプレゼントされました。 ▲大きなサツマイモを収穫した
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定
期
的
な
土
壌
分
析
を

　

土
の
健
康
状
態
を
ど
の
よ
う
に

確
認
し
て
い
ま
す
か
？　

畑
に
い

る
虫
や
農
産
物
の
生
育
状
況
で
も

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

毎
年
農
産
物
を
生
産
す
る
こ
と
で

土
壌
中
の
栄
養
素
は
確
実
に
失
わ

れ
て
い
き
ま
す
。
定
期
的
に
土
壌

分
析
を
行
い
、
対
策
を
す
る
こ
と

は
、
良
質
な
農
作
物
を
作
り
続
け

る
た
め
に
極
め
て
有
効
で
あ
り
、

重
要
で
す
。

土
作
り
は
３
つ
の
視
点
か
ら

　
「
豊
か
な
土
」、「
地
力
の
あ
る

畑
」
を
考
え
る
と
き
に
は
、
化
学

性
（
ｐ
Ｈ
、
肥
料
成
分
な
ど
）、
物

理
性
（
排
水
性
・
保
水
性
、
軟
ら

か
さ
）、
生
物
性
（
有
機
物
の
分

解
、
病
害
抑
制
な
ど
）
の
３
つ
の

視
点
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

は
相
互
に
影
響
し
あ
う
た
め
、
総

合
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

消
費
者
に
求
め
ら
れ
る

作
物
づ
く
り

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
消
費
者
の

要
望
に
応
じ
た
、「
安
全
で
お
い
し

く
、
栄
養
価
の
高
い
作
物
」
を
生

産
し
て
い
く
こ
と
が
、
産
地
の
責

務
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
実

現
の
た
め
に
は
、
土
壌
中
の
養
分

の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
し
、
土
を
健

康
に
維
持
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
は
、
過
剰
な
養
分
を

抑
え
、
不
足
し
た
養
分
を
補
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
土
を
健

康
に
す
る
第
一
歩
が
土
壌
診
断
な

の
で
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
行
っ
て
き
た

習
慣
的
な
堆
肥
や
肥
料
の
施し

用
に

よ
る
、
塩
基
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
は

作
物
の
病
害
虫
抵
抗
性
の
低
下
・

連
作
障
害
・
土
の
固
化
等
の
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
土
の
健
康
被
害
は
、
そ
の

土
で
育
つ
作
物
の
収
量
や
品
質

肥
料
が
多
す
ぎ
る
こ
と
に

よ
る
弊
害

（
味
や
栄
養
価
）の
低
下
を
招
き
か

ね
ま
せ
ん
。

　

一
般
に
、
肥
料
に
使
わ
れ
る
の

は
、
５
大
要
素
の
う
ち
、
窒ち

っ

そ素
・

リ
ン
酸
・
カ
リ
の
３
要
素
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
と
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は

石
灰
質
資
材
と
し
て
、
土
の
酸
性

度
の
調
整
に
使
わ
れ
ま
す
。（
５

大
要
素
に
つ
い
て
は
平
成
29
年
11

月
号
に
掲
載
）

　

こ
の
機
会
に
土
壌
診
断
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
ご
相
談
は
各
営
農

セ
ン
タ
ー
で
承
り
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

肥
料
の
種
類
と
特
長

【園芸指導
】

土の健康診断をしてみよう

【指導員】　園芸課　佐藤　譲

pH 野　菜
6.5～7.0 ホウレンソウ

6.0～7.0
ダイコン エンドウ アスパラガス
キャベツ トマト

6.0～6.5

サトイモ インゲン ブロッコリー
エダマメ カリフラワー ミツバ
カボチャ コマツナ レタス
キュウリ シュンギク ニラ

スイートコーン ショウガ ネギ
スイカ セルリー ハクサイ
ソラマメ チンゲンサイ ナス
ピーマン メロン

5.5～6.5
カブ イチゴ タマネギ
ゴボウ ニンジン

5.5～6.0 サツマイモ
5.0～6.5 バレイショ

作物別pHの好適生育範囲
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地元の高校生が行く！

突撃！
アグリリポート

増田高校

　こんにちは、増田高校農業科学科果樹専攻班です。今回、
私たちは増田地区の果樹農家平

ひ ら ら

良木
ぎ

亨
とおる

さんの園地を訪問
し、リンゴ栽培の可能性について取材させていただきまし
た。資材価格の高騰や果実消費量の減少など、果樹栽培を
取りまく環境は厳しい状況です。そんな中、リンゴの可能
性を模索し続けた平良木さんはクッキングアップル（調理
用品種）を導入し、新たな需要の創出に成功しています。
　親子２代で営む平良木さんの農園ではリンゴのほかサク
ランボや桃を栽培しており、その総面積は２㌶です。特に
リンゴ栽培ではこの地域で一早くクッキングアップルの栽
培に取りかかり、農家仲間や地元企業、大学と協力し研究・
普及に取り組んでいます。秋田県はリンゴ生産量全国６位
ですが、産地としての知名度はとても低く、地域の特産で
あるリンゴ栽培を続けて行くには何か新しいことをやる必
要があると考えていた平良木さんは、クッキングアップル
「紅

くれない

の夢」と出会いました。一般にリンゴ栽培では「ふじ」
や「王林」などの生食用品種が主流ですが、平良木さんは
クッキングアップルにも需要があることを知りました。クッ
キングアップルは酸味が強いのが特徴ですが、加熱するこ
とで香りやコクがでるため、パンやお菓子作りに利用され
ています。栽培している農家数が少ない上、品質の良い平
良木さんのリンゴは今や全国のパティシエや料理人から引っ
張りだことなっています。
　平良木さんのお話では、リンゴは様々な特徴をもった品
種があるため工夫次第で可能性は広がるとおっしゃってい
ました。「実は次に注目している品種があるんだ」と語る眼
にはリンゴの未来が映っているようでした。今回の取材を
通して、リンゴ栽培の魅力や可能性を知ることができまし
た。また、私たち果樹専攻班がどのような思いや姿勢で果
樹栽培に取り組めば良いのかも学ぶことができました。今
後も魅力ある県南の果樹をもっとたくさんの人に発信して
いきたいです。

３年　髙橋　海
か な ん

南さん　藤原　聖
まど

香
か

さん　加藤　蒼
そう

太
た ろ う

郎さん

138時間目「地域の特産【リンゴの可能性】
に迫ろう！」

（取材日10月29日）

果樹農家を
目指す私たち

工夫次第で夢や可能性が広がるリンゴ栽培の魅力を
たくさん教えていただきました！

生食用品種
「ふじ」

クッキングアップル

「紅の夢」

効率よく作業を進められるように品種構成を考えている

平良木さんから
リンゴにかける
熱い思いをうかがいました！

自分がやっていて面白いと感じられる農業とは、果樹栽培とは何か――。これからも果樹を学んで発信したいです！



平成30年産米穀共同計算の
経費項目別目標水準の開示について

　平成30年産米穀共同計算の経費項目別目標水準について、秋田県本部米麦共同計算関係要領、
ＪＡ秋田ふるさと米穀共同計算基本要項に基づき、生産者の皆様へ開示いたします。

【１】平成３０年産米ＪＡ秋田ふるさと共同計算の経費項目別目標水準明細

うるち米（酒造好適米を除く） （単位：円／60㎏・紙袋込・税込）

経費項目 経費単価 備考（設定内容）
①流通保管等に係る経費 933

概算金金利 53 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 339 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 441 販売のための全国輸送運賃
安全安心等検査費用 8 ＤＮＡ、残留農薬、食用不適米の検査費用等の費用
集約保管等経費 52 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 40 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 3 責任の所在が特定できない品質事故の費用

③全農手数料 120（（全農手数料×全農委託数量）+（全農手数料×委託非共計数量））
÷出荷契約全数量

④収穫前他契約機能別手数料 62 播種前・収穫前契約に係る機能別手数料
⑤販売に係る経費 186

広告宣伝費 186 広告、宣伝、販売促進（キャンペーン）等の費用
⑥監査委員会費用 1 全国監査機構による共同計算調査費用等
⑦その他 73

米穀周年供給・需要供給拡大支援事業 73 周年安定供給に向けた長期計画的な販売等への取組みに対する事業
⑧ＪＡ経費 694

ＪＡ販売手数料 536 ＪＡ販売手数料　税込535.68円/60㎏（税抜 496円/60㎏）
保管料・入出庫料・低温加算（直売分・委託非共計） 77 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米・委託非共計米分）
加算金財源 14 直売米・委託非共計米施設均質調製加算財源
ＪＡ安全・安心システム経費 21 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込21円/60㎏
集約保管等経費 2 ＪＡ農業倉庫・ＣＥ・ＲＣ等保管事情による集約経費
米直接販売事務費 42 ＪＡ直売米の資金、債権リスクに係わる経費
直売米の県域共計への経費負担分 2 カドミウム公平確保措置負担分

合計（①～⑧） 2,072

注）四捨五入の関係で合計があわない場合があります。
注）標記数値の概算金金利以外、消費税８％相当を含みます。
注）上記は、全農委託米・直接販売米の平均経費単価となります。
注）概算金設定時の目標経費に基づいて策定していることから、販売先への引渡し時期等の関係で保管料などの流通

経費が変動する可能性があります。

注）「秋田県米需給対策協議会」への拠出金100円が発生しますが、事業費100円と国からの助成金50円（事業費の
1/2相当）は共同計算収入項目に計上されます。
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酒造好適米
経費項目 経費単価 備考（設定内容）

①流通保管等に係る経費 123
概算金金利 22 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 55 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 41 販売のための全国輸送運賃
安全安心等検査費用 0 ＤＮＡ、残留農薬、食用不適米の検査費用等の費用
集約保管等経費 1 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 4 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 0 責任の所在が特定できない品質事故の費用
③全農手数料 20（全農手数料×全農委託数量）÷出荷契約全数量
④販売に係る経費 0

広告宣伝費 0 広告、宣伝、販売促進（キャンペーン）等の費用
⑤監査委員会費用 0 全国監査機構による共同計算調査費用等
⑥その他 12

米穀周年供給・需要供給拡大支援事業 12 周年安定供給に向けた長期計画的な販売等への取組みに対する事業
⑦ＪＡ経費 838

ＪＡ販売手数料 536 ＪＡ販売手数料　税込535.68円/60㎏（税抜 496円/60㎏）
保管料・入出庫料・低温加算（直売分・委託非共計） 112 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米）
ＪＡ安全・安心システム経費 21 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込21円/60㎏
集約保管等経費 0 ＪＡ農業倉庫・ＣＥ・ＲＣ等保管事情による集約経費
米直接販売事務費 142 ＪＡ直売米の資金、債権リスクに係わる経費
直売米の県域共計への経費負担分 27 カドミウム公平確保措置負担分

合計（①～⑦） 994

（単位：円／60㎏・紙袋込・税込）

注）四捨五入の関係で合計があわない場合があります。

注）標記数値の概算金金利以外、消費税８％相当を含みます。

注）上記は、全農委託米・直接販売米の平均経費単価となります。

注）概算金設定時の目標経費に基づいて策定していることから、販売先への引渡し時期等の関係で保管料などの流通

経費が変動する可能性があります。
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もち米
経費項目 経費単価 備考（設定内容）

①流通保管等に係る経費 113
概算金金利 35 概算金借入に係る金利
保管料・入出庫料等 0 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 78 販売のための全国輸送運賃
安全安心等検査費用 0 ＤＮＡ、残留農薬、食用不適米の検査費用等の費用
集約保管等経費 0 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 0 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 0 責任の所在が特定できない品質事故の費用
③全農手数料 0 全量ＪＡ直売のため０円
④販売に係る経費 0

広告宣伝費 0 広告、宣伝、販売促進（キャンペーン）等の費用
⑤監査委員会費用 0 全国監査機構による共同計算調査費用等
⑥ＪＡ経費 1,186

ＪＡ販売手数料 536 ＪＡ販売手数料　税込535.68円/60㎏（税抜 496円/60㎏）
保管料・入出庫料・低温加算 325 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米分）
ＪＡ安全・安心システム経費 21 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込21円/60㎏
集約保管等経費 41 ＪＡ農業倉庫・ＣＥ・ＲＣ等保管事情による集約経費
米直接販売事務費 162 ＪＡ直売米の資金、債権リスクに係わる経費
直売米の県域共計への経費負担分 101 カドミウム公平確保措置負担分

合計（①～⑥） 1,299

（単位：円／60㎏・紙袋込・税込）

加工用米
経費項目 経費単価 備考（設定内容）

①流通保管等に係る経費 1,320
概算金金利 66 概算金借入に係る金利
加工賃 202 加工賃
保管料・入出庫料等 362 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（全農委託米分）
運賃 595 販売のための全国輸送運賃
集約保管等経費 55 ＪＡ倉庫から営業倉庫までの横持ち運賃
その他　流通・保管に係る経費 40 フレコン使用料、パレット使用料等

②事故処理経費 0 責任の所在が特定できない品質事故の費用
③全農手数料 80（全農手数料×全農委託数量）÷出荷契約全数量
④監査委員会費用 0 全国監査機構による共同計算調査費用等
⑤ＪＡ経費 426

ＪＡ販売手数料 273 ＪＡ販売手数料　販売金額の 3.4％相当
ＪＡ販売直販経費 25 ＪＡ直販経費　販売金額の1.6％相当
保管料・入出庫料・低温加算（直売分） 107 ＪＡ保管料・入出庫料・低温加算（直売米分）
安全・安心システム経費 21 日誌、ＪＡ分析センター経費　税込21円／60㎏

合計（①～⑤） 1,826

（単位：円／60㎏・紙袋込・税込）

注）四捨五入の関係で合計があわない場合があります。

注）標記数値の概算金金利以外、消費税8％相当を含みます。

注）上記は、全農委託米・直接販売米の平均経費単価となります。

注）概算金設定時の目標経費に基づいて策定していることから、販売先への引渡し時期等の関係で保管料などの流通

経費が変動する可能性があります。
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　平成19年産米からは、全農・ＪＡにおける共同計算の適正な運営・管理に関する農水省事
務ガイドラインが全面適用されておりますが、今まで以上に透明性を高く信頼される共同計
算の管理・運営に努めます。

【本件に関するお問い合わせ】米穀課　0182 ━ 23 ━ 6556

【２】米穀共同計算の適正管理
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元気なお年寄りをご紹介します。

【大森】　佐藤　多市さん（76）

「
作
業
後
の
田
ん
ぼ
を
見
た
時
の
達
成
感
が
た
ま
ら
な
い
」

　

佐
藤
多
市
さ
ん
は
姉
と
妹
に
挟
ま
れ

た
３
人
き
ょ
う
だ
い
の
長
男
と
し
て
生

を
受
け
、
佐
藤
家
の
跡
取
り
と
し
て
育

ち
ま
し
た
。
26
歳
の
時
、
仲
人
の
紹
介

で
知
り
合
っ
た
妙
子
さ
ん
と
結
婚
し
、

今
年
50
年
を
迎
え
ま
し
た
。
一
男
一
女

の
子
宝
に
恵
ま
れ
、
息
子
夫
婦
は
隣
に

居
を
構
え
、
娘
は
雄
物
川
町
に
嫁
ぎ
ま

し
た
。「
息
子
は
仕
事
が
休
み
の
日
に

は
農
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
し
、
娘

は
ま
め
に
会
い
に
来
て
く
れ
る
し
あ
り

が
た
い
ね
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　

そ
ん
な
多
市
さ
ん
は
あ
き
た
こ
ま
ち

５
・
５
㌶
と
め
ん
こ
い
な
１
㌶
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。「
趣
味
は
農
作
業
」
と

語
り
、
朝
３
時
に
は
起
床
し
て
田
ん
ぼ

の
草
む
し
り
や
水
位
の
確
認
を
し

ま
す
。
お
い
し
い
お
米
を
作
る
秘ひ

訣け
つ

は
水
管
理
に
あ
る
と
い
う
多
市

さ
ん
。
足
し
げ
く
圃ほ

場
に
通
い
、

些
細
な
変
化
も
見
逃
さ
ぬ
よ
う
目

を
光
ら
せ
ま
す
。

　

農
業
機
械
が
好
き
で
、
農
作
業

の
中
で
一
番
楽
し
い
と
感
じ
る
の

は
農
業
機
械
に
乗
っ
て
い
る
時
。

「
田
植
え
の
際
に
真
っ
直
ぐ
に
苗

を
植
え
ら
れ
て
い
た
り
、
稲
刈
り

の
際
に
キ
レ
イ
に
刈
取
り
が
で
き

て
い
た
り
す
る
と
気
持
ち
が
い
い
。

作
業
の
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
を
見
る

と
達
成
感
を
得
ら
れ
る
」
と
笑
い

ま
す
。「
今
は
ほ
と
ん
ど
の
作
業

が
機
械
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

作
業
に
追
わ
れ
る
と
忙
し
い
な
と

は
感
じ
る
け
ど
、
辛
い
な
と
か
嫌

だ
な
と
感
じ
た
こ
と
は
な
い
」
と

キ
ッ
パ
リ
。
近
年
は
籾も

み

摺す

り
後
の

玄
米
を
良
品
と
不
良
品
に
選
別
し

て
く
れ
る
色
彩
選
別
機
を
導

入
。「
消
費
者
に
は
で
き
る

だ
け
キ
レ
イ
な
お
米
を
届
け

た
い
」
と
、
味
だ
け
で
な
く
、

品
質
に
も
こ
だ
わ
り
ま
す
。

　

多
市
さ
ん
の
健
康
の
秘
訣

は
何
で
も
食
べ
る
こ
と
と
晩

酌
に
日
本
酒
を
少
々
楽
し
む

こ
と
。「
体
が
動
く
う
ち
は

農
作
業
を
続
け
た
い
」
と
話

し
、
生
涯
現
役
を
目
指
し
ま

す
。

　

さ
ぁ
、
今
日
も
や
る
ぞ
―
。

い
つ
も
の
作
業
着
に
身
を
包

み
、
今
日
も
に
こ
や
か
に
農

作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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意外と知らないＪＡの仕事を
ＪＡ新採用職員が密着します。

を知ろう
！

学ぼう！

武藤新奈

センターで１日を過ごしていただき、身体介護やレクリエーション、入浴、食事などで利用者の方の心身機能の向上を図っています。

現
場
は
利
用
者
さ
ん
の

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
！

イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
て

驚
き
ま
し
た
！

大雄支店 加賀谷未季 横手支店 下タ村真穂

レクリエーションでは自己紹介と
質問タイムが設けられました！

楽しく交流！

午前は入浴の準備

す
ご
い
！
動
い
た
！

季
節
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

利
用
者
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な

工
夫
が
た
く
さ
ん
！

き
れ
い
だ
ね
！

横手営農センター 立谷奈々

い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
！

午後は利用者さんと一緒に
福祉車両に乗って「紅葉ドライブ」を楽しみました！

お
疲
れ
様
で
し
た
！

いつも働いている職場とは
景色が全く違う所だったので、
新鮮でした。利用者の方々とお話を
たくさんして為になりました。

取材させていただきありがとうございました！

Ｊ
Ａ
の
福
祉
事
業
は
介
護
保
険
法
に

基
づ
き
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
、

訪
問
介
護
、
訪
問
看
護
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
福
祉
用

具
レ
ン
タ
ル
・
販
売
な
ど
地
域
に
密

着
し
た
温
も
り

あ
ふ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

ショートステイ
ほほえみ醍醐

施
設
を
案
内
し
ま
す
！

福
祉
事
業
に
密
着
し
ま
す
！

大雄支店福祉課　係長 藤井伸悦

デイサービスセンターだいごの里

デイサービス（通所介護事業）の
1日を体験させていただきました！

全30部屋のうち25部屋が個室で快適にお過ごしできます。

♪
～

福祉部次長兼福祉課課長
小田嶋芳弘



口
紅
が

　
　

鏡
の
中
で

　
　
　
　
　

踊
っ
て
る

Ｐ
．Ｎ 

ひ
ま
つ
ぶ
し
さ
ん（
雄
物
川
）

●
今
月
の
最
優
秀
作
品

紅
つ
け
て

　
　

親
の
い
ぬ
間
に

　
　
　
　
　
　

遊
ぶ
孫

　
Ｐ
．Ｎ 

健
康
シ
ル
バ
ー
さ
ん（
増
田
）

錦
映
え

　
　

指
で
額
縁

　
　
　
　
　

山
紅も

み

じ葉

　

松
井　

タ
エ
子
さ
ん（
横
手
）

冬
支
度

　
　

せ
わ
し
さ
見
て
る

　
　
　
　
　
　

庭
紅も

み

じ葉

　
Ｐ
．Ｎ 

新
米
シ
ニ
ア
さ
ん（
大
森
）

農
祭
り

　
　

口
皺
広
げ

　
　
　
　
　
　

紅
を
塗
る

　

小
松　

勇
一
さ
ん（
十
文
字
）

●
優
秀
作
品

今月のテーマ：『紅』

応募作品数…16作品
■口紅が踊る表現に、高まっていく

感情が伝わってきます。彼女の心
も躍っていることでしょう。

管内の風景写真や自慢の逸品、珍品
野菜など、みなさんの「作品」を募
集しています。ご応募は当ＪＡホー
ムページにある専用フォームからお
寄せ下さい。（携帯からは、以下ア
ドレスへ）掲載者には、素敵なプレ
ゼントを差し上げます。
メール【wg-koho@akita-furusato.or.jp】

●稲刈りも終わり、種苗交換会。
天気に恵まれるといいのですが。
秋田ふるさとのみなさん頑張っ
て！	／十文字　Ｔ・Ｍさん（64）

　管内からもたくさんの出品が
あった種苗交換会。取材日の
天気予報は雨だったのですが、
現地では全く降られませんでし
た！組合員の皆様も多数足を運
ばれたことでしょうね♪

●いつも“川柳”が大好きで、
私も「何でもかんでも５・７・
５」を１日１句作ります。
	 ／横手　Ｋ・Ａさん（83）

　これは来月号に期待してもよ
ろしいのでしょうか！12月号の
テーマは「冬」です！たくさん
の作品が届くのをお待ちしてお
ります。

▲インドネシアのアリフィン・
タスリフ駐日大使が、22日、
23日の２日間の日程で秋田県
を訪問し、22日は横手市を訪
問。りんご部会金麓園支部の田
中正博支部長の園地で、管内で
生産が盛んなリンゴの説明を受
け、もぎ取りの体験を行いまし
た。また、ＪＡのジュース加工
所も視察。果樹課宮野正志係長
の説明を受け、リンゴジュース
が箱詰めされるまでの一連の流
れを確認しました。タスリフ大
使は「ジュースが作られる工程
を見て、清潔で、効率よく作ら
れており、品質が保証されてい
ると感じた」と話しました。
写真＝ジュースを試飲する大使（左）

▲10月29日、浜松市産業部山
本和美市場長が来組し、ＪＡが
多年にわたり浜松市中央卸売市
場に安心で安全な青果物を継続
して供給したことにより、浜松
市圏域住民の安定した食生活の
確保に寄与したとして感謝状が
贈呈されました。

写真＝感謝状と記念品を贈呈さ
れた鷹田直専務（中央）

楽しい川柳作品をお待ちしております。最優秀作品には、素敵な記念品を進呈！
【12月号のテーマ】「冬」　【応募方法】ハガキに川柳作品（パズルにご応募の方はその
答えも）のほか、次頁下段の応募方法①～⑥をご記入の上、ご応募ください【応募先】
〒013-0036 横手市駅前町6─22 総務課　広報担当【応募締切】11月26日㈪当日消印有効
＜作品をご応募いただく皆さまへ＞　掲載された作品を横手かまくらＦＭにおいて毎月第４水
曜日午後12時15分頃より（変更あり）ご紹介させていただいております。作品と投稿者名（地
区は除く）をご紹介しますので、ペンネームでのご紹介をご希望の方は必ず記載してください
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①クロスワードパズルの答え

②住所

〒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③氏
ふ り が な

名　　　　　　　　　（P.N.　　　　　　）

④年齢　　　歳　⑤電話番号　　　　　　　　

⑥当誌の受け取り場所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑦今月の好きな記事とその理由
　または当誌やＪＡへのご意見・ご感想

（ＪＡ秋田ふるさと総務課広報担当　行）

タテのカギ

■10月号の答え／クリヒロイ
■10月号の当選者／
小野良子さん
Ｐ．Ｎ．Ｅ・Ｔさん
Ｐ．Ｎ．トルコキキョウさん
■応募総数／38通
■正解者数／38通

【応募方法】　川柳もこちら！
ハガキに左記①～⑦までの項目をご記入の上、下記までご応募
ください。左の点線を切り取って管内最寄りの支店まで持参い
ただくかハガキに貼り付けてもご応募できます。なお、お寄せ
いただいたご意見は「おたより」のコーナーにて回答させてい
ただく場合がございます。
【応募先】
〒 013-0036　横手市駅前町６-22
ＪＡ秋田ふるさと総務課広報担当　またはＪＡ秋田ふるさと
ホームページ http://www.akita-furusato.or.jp/ からでも OK。
「みなさんの声と作品をお寄せください」バナーをクリック！）
【締　切】
　　　11月26日（月）当日消印有効

【解き方】全部の問題を解き二重枠の文字を並べ
替えると一つの言葉ができます。それが答えです。

1	 武士が腰に差す物
3	 パリやベルリン、バンコ

ク、北京など
6	 8は2の4──です
7	 英語ではゼブラ。草食動

物です
8	 月が出ていなくて真っ暗

です
10	 タンスなどに加工する軽

い木材
12	 家族やごく近しい人のこと
14	 遠くて近きは男女の──
16	 モミジとも呼ばれる木
18	 10月は神無月、11月は──
20	 ネタやシャリなどから作

ります
22	 このぶんしょうにはつか

われていません
23	 ヒトコブ──やフタコブ

──は砂漠で使われる動物

ヨコのカギ

1	 アフリカの川や池にすむ
動物。体も口も大きい

2	 そろそろスタッドレス─
─に交換しようかな

3	 まるで取り付く──もな
い様子だったよ

4	 ──栽培はオーガニック
農法とも呼ばれます

5	 鳥籠の中に取り付ける棒
7	 火事に備えて設置する物
9	 音はこれで聞き取ります
11	 落語を客に聞かせる職業
13	 頭をひねって絞り出します
15	 徳川将軍家は三つ葉葵
（あおい）

17	 机のこと。ライティング
──

19	 道が十字に交差している所
21	 漢字では羊の歯と書く植物

「秋の終わり」「秋の末」
別の言い方では…？

エレットＬＥＤスタンドライト
３名様にプレゼント！

明
る
さ
と
角
度
調
整
が

自
由
自
在
の

ス
タ
ン
ド
ラ
イ
ト
で
す
！



横手市観光協会から　
かまくら職人募集のお知らせ

　およそ450年の歴史がある「横手のかまくら」
を製作していただく「かまくら職人」を募集し
ます。
　未経験の方でもやる気のある方、一緒にかま
くらを盛り上げませんか？
雇用期間／１月中旬～２月中旬の約一か月間
　　　　　基本月曜日～土曜日の８：30～17：00勤務
賃　　金／日給月給制　初年度日給7200円
　　　　　（年度継続で賃金アップあり）
お問い合わせ先／一般社団法人横手市観光協会
　　　　　電話  0182-33-7111（担当：柴田）

職員人事異動のお知らせ
　下記の通り人事異動を行いましたのでお知ら
せします。

【11月１日付】（　）は旧任部署
◆金融課　　　桐澤 美樹子　（十文字支店）
◆雄物川支店　遠藤 香那子　（金融課）
◆十文字支店　照井 信恵　　（金融課）
◆平鹿支店　　藤原 瑠夏　　（金融課）

広報誌10月号訂正のお詫び
　「ＪＡの概況」において准組合員の人数に誤
りがありました。訂正し、お詫び申し上げます。
誤）4,351人　　正）4,873人

　ＪＡでは、20回を迎えた標記大会の
参加者を募集いたします。今年はタレン
トとして活躍するダニエル・カールさん
による講演のほか、ＪＡ女性部によるア
トラクションやお楽しみ抽選会など盛り
だくさんの内容です。
　ぜひ、気の合う仲間同士でお申し込み
ください。

日　時／平成30年12月５日（水）
　　　　11時開場　11時30分開会

ＪＡ秋田ふるさと女性大会・家の光
大会

参加者受付中！

第20回記念

お申し込み・お問い合わせ／営農企画課（0182-23-6552）
または各営農センター生活指導担当者まで

←昨年の大会の様子↑

今年も粋な事
こ と

件、起こりそう!?

退職者のお知らせ
　下記の職員が退職いたしました。
大変お世話になりました。

【10月31日付】髙𣘺 愛季（雄物川支店）

場　所／秋田ふるさと村ドーム劇場
参加費／300円（「家の光」購読世帯無料）
内　容／記念講演会・「家の光」記事活

用体験発表・アトラクション・
各種展示など
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理事会だより
【第7回定例理事会】
平成30年10月29日（月）
出席理事数32名（32名中）
議案（抜粋）
■平成30年産米共同計算の経費項目

別目標水準の開示について
■平成30年産うるち米の二次概算金

支払い並びに平成29年産うるち米
の仮精算について

報告事項（抜粋）
■農畜産物の生育及び販売状況について
■平成30年度秋季支部座談会の意見・

要望について

葬儀に関する不安や悩みはございませんか？

HP／https://ja-sousai-agulemu.com/

㈱ふるさと葬祭アグレム
TEL/0182-52-3930

お問い合わせはお近くの支店貯金窓口まで

議案第５号
平成30年産うるち米の第二次概算金
支払い並びに平成29年産うるち米の
仮精算について
１、平成30年産うるち米の第二次概

算金支払いについて
　平成30年産米の当ＪＡの独自概算
金は二段階支払い方式としており、第
一次概算金を米穀農産物検査後に支払
いしております。
　その後、第二次概算金の設定にあた
り、全国の作況や集荷状況、及び卸・
実需者との相対価格、さらには全農委
託米・ＪＡ直売米の販売見直しを精査
し、次のとおり実施致します。
第二次概算金単価　1,000円／俵：60kg
対象米穀 うるち米　対象等級 １～３等
※ただし、対象品種の２等概算金単価

を設定している、カメムシによる着
色米Ａ・Ｂ、及び籾

も み

混入米の低品位
米（規格外）も対象。

対象数量　10月末締め検査数量
※カントリー、及びライスセンターに

ついては、「売渡可能重量」を対象
とします。

　　なお、籾
も み

摺
す

り終了後、確定玄米数
量との差額については最終精算時に
支払いとなります。

※11月以降の検査米については、12
月の支払いとなります。

支払月日　平成30年11月９日（金）
２、平成29年産うるち米の仮精算に

ついて
　平成29年産米の全農委託米、及び
ＪＡ直売米のうるち米について精査し、
次のとおり仮精算を実施致します。
仮精算対象米穀　主食用うるち米（１～３等）
仮精算単価　700円／俵：60kg
支払月日　平成30年11月９日（金）
※平成30年産うるち米の第二次概算

金支払いと同日。
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ふ
る
さ
と
の
民
話

発　行／秋田ふるさと農業協同組合
企画･編集／総務課 〒013-0036秋田県横手市駅前町6番22号
印　刷／㈱全農ビジネスサポート秋田支店

TEL ／ 0182-35-2630
FAX ／ 0182-35-2701
E-mail ／ fu.staff@akita-furusato.or.jp 検索サイトでＪＡのホームページに簡単アクセス！

編 集 後 記ＪＡの概況 Situation

JA通信

組合員数…………………… 17,659人

（正組合員）……………… 12,776人

（准組合員）………………… 4,883人

貯金…………………1053億2509万円

貸付金……………… 335億2190万円

購買品供給高………… 33億1790万円

販売品販売高………… 49億9666万円

共済保有高（保障）……4034億3414万円

（2018年9月末現在）

　

秋
田
市
で
９
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
種
苗
交
換
会
、
行
き
ま
し
た
か
。

初
日
に
主
会
場
で
農
産
物
を
見
学
す

る
方
に
尋
ね
る
と
、
会
場
近
く
に
お

住
ま
い
の
方
が
想
像
し
て
い
た
以
上

に
多
く
、
皆
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
あ
る
来
場
者
の

方
か
ら
「
生
産
者
の
方
と
交
流
し
て

み
た
い
。
お
い
し
い
調
理
の
仕
方
だ

と
か
保
存
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
た

い
ね
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
農
業
や
食
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
た
め
に
ど
ん
な
工
夫
を
施

せ
ば
良
い
の
か
、
伝
え
た
ら
良
い
の

か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
取
材
と
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
き
）

　

先
日
、
我
が
子
が
３
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ま
し
た
。
食
べ
る
こ
と
が
大

好
き
な
よ
う
で
日
々
す
く
す
く
と
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
我
が

子
に
も
苦
手
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
、

〝
お
米
以
外
の
主
食
〟
を
な
か
な
か

食
べ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ご
飯
で
あ
れ

ば
大
人
の
お
茶
碗
一
杯
く
ら
い
は
ぺ

ろ
り
と
平
ら
げ
る
の
で
す
が
、
う
ど

ん
や
焼
き
そ
ば
な
ど
は
ほ
ん
の
少
し

し
か
食
べ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
農
協
職

員
の
息
子
と
し
て
は
１
０
０
点
満
点

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
親
と
し

て
は
好
き
嫌
い
せ
ず
に
な
ん
で
も
食

べ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
み
）

　

昔
む
が
し
、
南
部
十
和
田
大
湯
の

草く

さ

ぎ

む

ら

木
村
さ
、
定
六
っ
て
い
う
腕
の

良え

ぇ
マ
タ
ギ
が
え
だ
け
ど
。
定
六
は
、

領
主
の
南
部
大だ

い
ぜ
ん
だ
ゆ
う

膳
太
夫
信の

ぶ
な
お直
公
が
ら

「
何ど

ご処
で
狩
猟
し
て
も
よ
い
」
っ
て

記
さ
れ
た
、
天
下
御
免
の
巻
物
を
授

か
っ
た
ん
だ
ど
。

　

あ
る
冬
の
天
気
の
良
ぇ
日
、
定
六

は
愛
犬
の
シ
ロ
ど
ご
連
れ
で
、
山
さ

猟か
り

に
出
が
げ
だ
け
ど
。
シ
ロ
は
賢さ

が
し

い

猟
犬
で
、
主
人
思
い
の
優
し
い
秋
田

犬
だ
っ
た
ど
。

　

そ
の
日
は
、
な
が
な
が
獲
物
さ
出で

会く
わ

さ
ね
ゃ
が
っ
た
ん
だ
ど
。
山
の
奥

さ
入ひ

ゃ

り
込
ん
で
行
っ
た
ば
、
シ
ロ
が

近
付
い
で
来
る
イ
ノ
シ
シ
ど
ご
見
つ

け
だ
け
ど
。
定
六
と
シ
ロ
は
木
の
陰

さ
隠
れ
で
、
イ
ノ
シ
シ
ど
ご
待
ち
伏

せ
し
て
だ
ど
。
定
六
は
イ
ノ
シ
シ
が

目
の
前
さ
現
れ
た
瞬
間
、
狙
い
定
め

で
引
き
金
を
引
い
だ
け
ど
。
玉
は
命

中
し
た
ど
も
、
イ
ノ
シ
シ
の
姿
は
見

当
だ
ら
な
ゃ
が
っ
た
ど
。
雪
の
上
さ

定
六
と
シ
ロ

点
々
ど
残
さ
れ
だ
血け

っ
こ
ん痕

を
辿
っ
て
領

地
の
境
、
来ら

い
ま
ん満

峠
ま
で
行
っ
た
ば
、

洞あ

な穴
の
奥
さ
続
い
で
だ
け
ど
。
定
六

は
仕
留
め
の
一
発
を
、
洞
穴
目
が
げ

で
打
ぢ
込
ん
だ
ど
。

　

そ
の
時
、
三さ

ん
の
へ戸

の
五
人
の
マ
タ
ギ

が
現
れ
で
「
そ
の
イ
ノ
シ
シ
、
俺お

ら

達だ

が
先
に
仕
留
め
だ
な
だ
が
ら
返も

ど

せ
」
っ
て
難
癖
付
け
る
け
ど
。
反い

い
ぎ
ゃ論

し
た
ば
、「
お
前
は
何
処
の
者
だ
？

境さ

ぎ

ゃ界
越
え
で
猟
が
で
げ
ね
ゃ
ご
ど
知

ら
ね
ゃ
な
だ
が
」
っ
て
、
突
っ
か
が
っ

て
き
た
け
ど
。
天
下
御
免
の
巻
物
を

見
せ
る
べ
ど
っ
て
懐

ふ
と
こ
ろ

さ
手
を
や
っ
た

ば
、
そ
の
日
に
限
っ
て
忘
れ
で
き
て

だ
け
ど
。

　

定
六
は
鉄
砲
を
振
り
回
し
て
シ
ロ

ど
一ひ

と

じ緒
に
逃
げ
る
ど
し
た
ど
も
、
取

り
押
さ
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
け
ど
。

シ
ロ
、
三
戸
の
牢
屋
さ
入せ

ら
え
で

気
ぃ
落
ど
し
て
る
定
六
ど
さ
「
ワ

ン
」
っ
て
合
図
し
て
、
一
目
散
に
草

木
の
我わ

え家
さ
向
が
っ
た
ど
。

　

た
だ
な
ら
ぬ
形つ

ら
つ
ぎ相

で
吠
え
続
げ
る

シ
ロ
ど
ご
見
で
事こ

ど態
を
察
し
た
女か

が房

が
定
六
の
引
き
出
し
開
け
だ
ば
、
肌

身
離
さ
ね
ゃ
で
持
っ
て
る
は
ず
の
巻

物
が
あ
っ
た
ん
だ
ど
。
女
房
が
シ
ロ

の
首
さ
巻
物
を
結
わ
え
付
け
だ
ば
、

死
に
も
の
狂
い
で
定
六
の
元
さ
走
り

続
げ
だ
ど
。

　

定
六
は
牢
番
さ
「
犬
が
戻
る
ま
で

仕
置
ぎ
は
待
っ
て
け
れ
」
っ
て
願
っ

た
ど
も
許
さ
れ
ね
ゃ
が
っ
た
な
で
、

シ
ロ
ど
再
会
す
る
ご
ど
は
叶
わ
ね
ゃ

が
っ
た
ん
だ
ど
。

　

そ
の
後
、
シ
ロ
は
峠
が
ら
三
戸
城

さ
向
が
っ
て
、
恨
み
を
込
め
で
吠
え

続
げ
だ
ん
だ
ど
。

　

そ
れ
が
ら
間
も
ね
ゃ
ぐ
三
戸
城
下

は
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
で
、
定
六
ど

ご
手
に
か
げ
だ
者
た
ち
は
皆み

ん
な
死

ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

●
再
話
／
中
川
文
子
　
●
画
／
佐
々
木
愉
美
子
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